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岡山県福祉人材センターに対する要望や感想等
代表的な意見を取りまとめると以下のとおり。

（１）就職支援について

　�・合同説明会等の日程は資格試験日とは違う日でお願いしたい。

　�・離職者対象の介護職員基礎研修等の実施や周知をしてほしい。

　�・岡山県、岡山労働局と協力した就職支援の実施をしてほしい。

　�・福祉の職場から離れていた人が利用できる講座を開設してほしい。

　�・遠方からの参加者への配慮等。など

（２）求人情報の提供について

　�・中高年の求人情報を増やしてほしい。

　�・介護体験等募集事業所一覧は役に立っている。

　�・求人欄は性別、年齢を明確にしてほしい。

　�・事業所の定員、介護度など詳細の情報がほしい。

　�・希望にあった情報がほしい。（ズレがあるため）

　�・もっと求人情報を紹介してほしい。（郵送、メール等）

　�・求人情報誌を詳しく、分りやすくしてほしい。（勤務時間、給与、地域別等）

　�・毎月求人情報誌を送って頂きありがたい。

　�・求人情報などファイル、掲示は分かりやすく利用しやすい。

　�・県外でも求人情報を送って頂きありがたい。など

（３）職員の対応、立地、運営について

　�・担当の方に親身に相談にのってもらえて助かった。

　�・職員の対応もよく話しやすかった。

　�・情報提供スペースも広く、雰囲気もよく利用しやすい。

　�・来訪時に積極的に挨拶があってもよいのではと感じた。

　�・お役所的な雰囲気を感じた。職員の人数が多いと感じた。

　�・地方から利用するのは不便となった。

　�・いつも親切で丁寧な電話対応に感謝している。

　�・検索時間、土日の営業、営業時間の延長を希望したい。

　�・ハローワークと同じ内容も検索できたらと思う。

　�・メールでの連絡を可能にしてほしい。

　�・館内に興味をひくような職種別の写真掲示やイメージよくしてはどうか。�など
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【３】調査結果に対する考察・総括
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調査結果に対する考察・総括
　この度の調査は、福祉人材センターをご利用頂いている多くの方々のご協力によって、求職登録
者の生の声を頂戴することができたことに深く感謝申し上げます。
　本調査分析を終えるにあたり、調査結果に対して、今後の当センターとしての研究課題や方向性
についての考察は以下のとおりと考えます。

　現状の福祉サービスを取り巻く労働市場は、依然として人材確保が難しい状況が続いています。
特に、事業者からは「欲しい人材が必要な時に確保できない」等の声があるにも関わらず、求職者
からは、「希望する就職先がない」等、事業者と求職者のギャップが生じていることが、見受けら
れます。
　また、この度の調査を受けて、「求人情報の分り難さを訴えるケースが多いこと」、「入職前後で
ギャップを感じるケースが多いこと」等、求職者の満足度の低さについて明らかとなりました。

　こうした状況を踏まえ、求職者・事業者にとって効果的なマッチングが行えるよう、「求人情報
等の分りやすさの向上」、「体験型の就職活動支援の促進」、「未経験者のサポート体制の促進」など、
求職者の満足度向上に向けた具体的な課題を解決していくことが重要と考えます。

　１．求人情報の分りやすさ、満足度の向上
　　①労働条件が明確となるような工夫
　　　・給与、諸手当の支給要件等の具体的明示
　　　・性別や年齢等の条件
　　　・勤務日数、所定労働時間等
　　　・必須事項の統一化など
　　②事業所の状況、職務内容がイメージできる工夫
　　　・事業所の理念、方針、考え方・価値観の掲載
　　　・事業所の概要、地図、ＵＲＬの掲載
　　　・職場の様子がわかる写真や情報
　　③求人情報誌の満足度向上
　　　・紙面情報の充実化（勤務時間、給与、地域等）
　
　２．就職支援活動の強化
　　①体験型の就職支援の拡充
　　　・職業体験、見学会、体験実習等の拡充
　　　・合同説明会等
　　②未経験者のサポート体制強化
　　　・働きながら資格が取れる環境
　　　・離職者向け、未経験者向けの講座等
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　３．福祉人材センターの運営等の見直し
　　①センターの営業のあり方
　　　・検索時間、営業日、営業時間等の見直し
　　②行政、労働局、ハローワークとの連携
　　　・共同事業の実施、求人情報の共有化等
　　③館内イメージの向上
　　　・サービス業意識の向上（お役所的な雰囲気の払拭）
　　　・館内の掲示物、写真、ポスター等の見直し
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